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愛知県立安城南高等学校では，普通科でありながら専門教科「情報」を３年間で１２単位履修する，情報活

用コースというコースを展開している。大学進学を主な進路先として見据える生徒に対し，どのようにして

専門教科「情報」と向き合わせれば良いか日々腐心を重ねている。今回は，コースが主催する行事として毎

年実施している，近隣の小学校を訪問してのタイピング指導授業について，授業内での準備活動の内容と高

校生主動での実践例，そこで涵養できる能力について紹介する。 
 
1. はじめに 
本校愛知県立安城南高等学校では，普通科であ

りながらも専門教科情報を３年間で１２単位履修

し，文系大学を主な進路先と位置付ける情報活用

コースを学年で１クラス（４０名）展開している。

今回は，情報活用コースの学校行事として平成２

１年度より実践している「小学校との異校種間連

携事業」に焦点を当て，入学時から習得を目指す

能力と，連携事業実施に向けた準備，また，その

実践について活動内容を紹介したい。 
 
2. 異校種間連携事業の概要 
２年次１２月と３年次７月の計２回，近隣の小

学校を訪問し，タイピングレベルが即座に表示さ

れる「毎日パソコン入力コンクール」の練習用ソ

フトウェアを利用して，高校生主動のタッチタイ

ピング指導授業を行うというものである。司会者

による高校の紹介の後，小学生一人に対して高校

生が一人ついての自己紹介，高校生による実演，

小学生の練習とその途中での高校生の指導，小学

生の挑戦，認定証の授与，の順で進行される。 
 
 
 
 
 

図1 タイピング指導授業の様子 

指導授業を行うにあたっての企画・構成から教

材作成に至るまで全て，それまでに得た知識や技

能を活用して高校生が制作している。実践の約２

ヶ月前より，指導する小学生の組数分，高校生を

グループに分け，各グループで司会用原稿・学校

紹介のスライド・ローマ字表・キー配列表・名札・

認定証・各教材に載せるイラストなどをお互いに

進捗状況を確かめ合いながら準備する。 

3. 本校の教育課程 
以下が実施に向けた本校情報活用コースで履修

する普通教科情報・専門教科情報の科目と配当年

次であり，主に太字の科目で小学校との異校種間

連携事業実施に向けた授業を実施している。 
１年次「情報一般」（専門・学校設定科目） 
２年次「情報Ｂ」（普通） 

「図形と画像の処理」（専門） 
「情報産業と社会」（専門） 

３年次「課題研究」（専門） 
「マルチメディア表現」（専門） 
「モデル化とシミュレーション」（専門） 
＊全て２単位での実施 

次に，太字で示した各授業で行う内容を概観し

たい。 
 
3.1 情報一般 
１年次で実施するこの学校設定科目の評価規準

の一つは，クラスの全員がキーを見ることなくキ

ーボードを素早く正確に打つ『タッチタイピング』

をマスターすることである。４月の入学当初より

実際の指導授業で使用する「毎日パソコン入力コ

ンクール」を毎時間の授業の冒頭で練習し，自己

の成長度合を確かめるための日々の記録をつけて

いく。このときキーを打つ両手の上に置くタオル

の持参を必須とし，ローマ字の位置を指に覚えこ

ませるようにしている。 
１年かけて行うこの練習の成果として，４月に

は５分間で５０文字を打ち，変換するのがやっと

の生徒が，年度末には９０％以上の生徒が３００

文字を正確に打ち込めるまでになっている。 
 

3.2 図形と画像の処理 
教科書会社が発行する副教材の副題にもなって

おり，２年次２時間連続で実施しているこの科目

では，画像編集ソフトPhotoshop の基本的な利用



方法，特にレイヤーの概念を理解し，意図する画

像を制作する技能の習得を目標としている。下図

の名札や認定証は Photoshop で制作されたもの

である。 
１２月に小学校訪問を実施する学年であり，件

のソフトウェアを学ぶ時間は十分にある。しかし，

少々扱いが難しいソフトウェアのため，途中で挫

折してしまう生徒も少なくない。実際に児童に手

渡し，指導授業での使用に堪える成果物とするた

めにも，情報科教員のT.T によるフォローアップ

や，画像処理ソフトウェアの扱いを得手とする生

徒の協力を仰ぐことで全生徒の目標到達を支援し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3 マルチメディア表現 
３年次の７月に２校目の小学校訪問を行う。そ

れまでの２０時間程度の授業時間内で，前年度の

実践の反省を活かした準備に取りかかる。この頃

になると，指導授業の概要が掴めていることで，

各個人の特性に応じた準備活動が自らできるよう

になっていることが見受けられる。例えば，司会

担当者は司会原稿の構成を見直し児童の興味を引

くようにする，画像処理ソフトの扱いが得意な者

は Illustrator を利用して秀麗な認定証を制作す

る，などである。なお，この科目名は，前述の副

教材のメインタイトルになっている。教材１冊で

２年間４単位かけて画像の種類や効果，色彩につ

いて学び，並行して小学校訪問の準備を行うこと

ができる。 
また，小学校訪問を終えてからは，卒業制作と

して，これまでのコースの活動や学校行事で撮り

ためた写真を活用し，各自が好きな音楽を取り入

れ，MovieMaker を利用した３年間の思い出ビデ

オを制作している。ラベル面のデザインも含め，

最終的にはこの授業内での成果やこれまでの歩み

を卒業記念品としてＤＶＤに収め，情報活用コー

スで学んだことが形に残るようにしている。 
 
4. 実践の結果 
どの学年，どの小学校での指導授業も概ね好評

を博している。この実践の成果として次の能力２

点の涵養が挙げられる。 
 
4.1 情報リテラシー 
１年次より小学校訪問を中心に３年間のコース

行事を紹介することで，実演するタッチタイピン

グの習得はもちろんのこと，披露するスライド・

指を置く位置を図示するキー配列表・手渡しする

認定証など，どの時期にどんなコンピュータ活用

能力が必要か意識しながら，意欲的に日々の学習

に臨むことができている。成果物を見せる相手が

どのように感じるかを考えて制作することにより，

教科書通りの単なる情報処理にとどまらない主体

的な活動がなされることがわかる。 
 
4.2 コミュニケーション能力 
ローマ字を習って間もない小学生にタイピング

を手取り足取り教える目上の存在である，という

ことを意識することにより，日常ではともすれば

限られた友人としか会話をしないという高校生も，

初対面の児童に進んで話しかける雰囲気作りがで

きている。また，自身の持つ技能・知識を，それ

を知らない相手に伝えることが如何に難しいかを

知った，という感想も多く，社会に出てからも有

用であろう経験ができている。 
 
5. おわりに 
ＩＴという用語にコミュニケーション要素を入

れたＩＣＴが叫ばれて数年，本校情報活用コース

もその奔流に乗り，ディスプレイとにらみ合うだ

けではなく，コンピュータを学びながら意識を外

に向ける教育活動を行うことをコース活動の基柱

としている。中でも，これまでに述べた，コンピ

ュータを操作しながら他の生徒と協同で教材を作

り上げ，高校生主動で実施する小学校との異校種

間連携事業が孕むコミュニケーション能力鞠育の

有効性は非常に大きい。 
とはいえ，実施方法については未だ改善の余地

はあり，諸先生方のご慧眼によるご指摘賜れば幸

甚である。 
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図2 名札と認定証 
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